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危険を予測し、回避する能力 

１０月１４日(金)に、練馬区教育総務課安全推進担当、練馬区土木部安全課安全対策

係、練馬警察、東京都第４建設事務所(都道管理)、保護者の会、早宮小学校と総勢１７

名で「通学路等安全点検」を実施しました。学区域内を防犯と交通安全の両面から点検

し、対策を検討することにより、児童の安全を守ることを目的としています。保護者の

会の皆様が事前に申請してくださった１０か所について点検してまいりました。 

子供たちの安全のために様々な対策が求められますが、物的対策を取ったとしても、ルールを

守らない人がいれば危険に変わりはありません。やはりそれぞれが安全に過ごすためにどのよ

うに行動するかが最も大切です。子供は未熟です。失敗もします。不用意な行動もします。子供

は大人が守るべき存在ではありますが、四六時中見守ることはできません。 

だからこそ「危険を予測し、回避する能力」を身に付けさせる必要があります。子供自身が身

の安全を守る行動ができるよう、繰り返し教えていかなければなりません。学校では、月に１回

の安全指導日、学期に１回ずつの登校指導、下校指導など定期的な指導をしています。また、１

年生の歩行訓練や、３年生の自転車安全教室など、発達段階に応じた指導もあります。４年生は

総合的な学習の時間に地域安全マップを作成する活動を通して安全について学習します。子供

たちの意識を高められるように、教職員は日常的に安全について声かけをしています。ご家庭で

も、出かけるときの一声など、工夫していただけますとありがたいです。 

また、交通安全に限らず、生活安全（防犯や校内での過ごし方）、災害安全（火災や地震など

自然災害のときの対応の仕方）についても計画的・組織的に指導してまいります。 

 

生活指導だより 
令和４年１１月４日 

練馬区立早宮小学校 

生活指導主幹 伊藤 早苗 

掲示委員会児童作品 

一声 事例 
道路を渡るときは、一度止ま

って右、左、右を確かめるよ。 

自転車に乗るときには、

ヘルメットをかぶるよ。 

横断歩道を渡るときは、手

を挙げて、運転手さんの目

を見て、自分のことをアピ

ールするよ。 

困ったときはひまわり１１０番

の家の人に助けてもらおうね。 

防犯ブザーは使える？ 

夕やけチャイムが鳴った

ら、帰ってくるよ。 

普段から、このようなお声かけはされていると存

じますが、ご家族で話題にしていただけますとあり

がたいです。 

ガードレールや白線の内

側を歩きましょう。 


